
 

 
個人版私的整理ガイドラインの認知度等 

に関する調査結果の概要について 
 

 

（１）調査方法等 

 ○調査時期：平成 26 年 3～6 月 

 ○調査対象：宮城県を中心とする被災３県の応急仮設住宅及びみなし仮設住宅の 

       入居者 3,870 先（当初調査：応急仮設住宅 1,113 先 

       追加調査：応急仮設住宅 385 先、みなし仮設住宅 2,372 先） 

 

（２）調査結果の主な概要 

 ○住宅ローンの有無（全先数：3,870 先） 

  ･･･ローン有：369 先（9.5％）、ローン無：3,396 先（87.8％） 

 

○住宅ローン有と回答した者（369 先）の住宅ローンの返済状況 

 ･･･約定返済中：184 先（54.9％）、数年間の返済猶予：68 先（20.3％） 

   返済負担を軽減：52 先（15.5％）、その他：31 先（9.3％） 

 

○ガイドラインの認知度（全先数：3,870 先） 

 ･･･知っている：699 先（18.2％）、聞いたことはある：1,278 件（33.2％） 

   知らない：1,869 件（48.6％） 

⇒住宅ローン有と回答した者（369 先）のみに限定した場合 

   ･･･知っている：154 先（41.7％）、聞いたことはある：108 件（29.3％） 

    知らない：107 先（29.0％） 

 

○ガイドラインを知った手段（知っていると回答した者：699 先）（複数回答有） 

 ･･･行政からのお知らせ（県政だより等）：414 先（59.7％） 

   テレビＣＭ：306 先（44.2％）、新聞広告：192 先（27.7％） 

 

 


